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中所得国の罠に陥る国、陥らない国の

特徴 

Felipe（2012）は、中所得国の罠に陥

ると陥らない国とを比較し、特徴を見出

すための分析を行っている（前回までの

連載をご参照ください）。同氏が着目した

ポイントは、経済構造の変化（低～高生

産性活動）、輸出製品の種類（すべての製

品が必ずしも成長、発展に関する同じ結

果を生まない）、経済の多様化、以上の 3

点である。分析に当たっては、製品輸出

の多様さ（顕示比較優位指数、バラッサ

指 数 ： RCA （ Revealed Comparative 

Advantage））、鉱工業製品（＝コア製品）

の輸出多様さ、コア製品のシェア、輸出

製品群（Export Basket）における高度さ・

複雑さ指数、産業構造変化の可能性、輸

出製品のユニークさ、以上 8 指標から定

量化した。 

結果、下位中所得国の罠を脱した国（＝

上位中所得国に移行できた国）は罠に陥

っている国に比べ、より多様で（diversi-

fied）、複雑高度で（sophisticated）、標

準的でない（nonstandard）輸出バスケッ

トを有し、さらなる産業構造変化の余地

を残していることが統計的に有意な差と

して認められた。 

一方、上位中所得国の罠を脱した国（＝

高所得国へ移行できた国）は下位中所得

国の罠を脱した国と特徴はほぼ一緒であ

ったが、複雑高度な製品を輸出するとい

う点では、罠に陥っている国・地域とそ

うでないところの統計的な差は見られな

かった。 

これらをまとめると、中所得国の罠か

ら抜け出し、より上位の所得国に移行す

るためには、より複雑で多様な輸出バス

ケットを有し、多様でユニークな製品の

輸出、構造変化の可能性を秘めているこ

とが条件となる。 

 

分析結果と「比較優位」の考え方 

この分析はリカード・モデルの基本と

される「比較優位」の考え方が用いられ

ている。すなわち、自国が相対的に得意

とするものの生産に特化し、他は輸入に

よって賄うといった「交易」を通じて、

自国の利益が相対的に高まり、全体とし

ての利益も高まるという考え方である。 

Felipe（2012）は個別製品ごとの複雑

さと比較優位を求め、結果、製品が複雑

でなく中程度の比較優位である製品の輸

出量が一番多く占める国・地域が中所得

国の罠に陥っていることを示している。

こうした品目は主に穀物類、動物性製品、

労働集約的製品が含まれ、同氏は「製品

の罠（Product Trap）」により中所得状態

から抜け出せない、と指摘した。 

ただし、熊倉（2009）によれば、比較

優位はそれ単独で分析に耐えうるものと

はいえず、また産業や分業構造によって

比較優位に差が生じると指摘する。中所

得国の罠を検討する上で、貿易や産業構

造だけでなく、資源賦存量や労働生産性

など、多角的な分析視点が必要といえる。 
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